
多久市長 横尾 俊彦
よこ  お    とし ひこ

1
月
3
日
㈫
、
多
久
市
中
央
公
民
館
で
「
二
十

歳
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、
晴
れ
渡
る
空
の
下
に

平
成
14
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
15
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
1
5
4
人
が
集
い
ま
し
た
。

民
法
改
正
に
よ
っ
て
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
回
か
ら
従
来
の
成

人
式
を
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
に
改
称
。
こ
の
晴

れ
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
有
志
6
人
の
実

行
委
員
を
中
心
に
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
市
長
の
式
辞
、
来
賓
の
み
な
さ
ん

の
祝
辞
の
後
、
各
市
内
義
務
教
育
学
校
を
卒
業
し

た
代
表
者
3
人
が
喜
び
の
気
持
ち
や
目
標
を
発

表
。
メ
モ
リ
ア
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
で
は
多
く
の
恩

師
が
登
場
し
、
祝
福
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。
式

の
終
わ
り
に
は
旧
友
た
ち
と
語
ら
い
笑
顔
で
記
念

撮
影
を
し
、
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
日
を
迎
え
た
二
十
歳
の
み
な
さ
ん

に
、
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
日
本
の
平
均
寿
命
は
男
女
と
も
に

80
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
80
年
は
3
万
日

で
す
。
そ
の
う
ち
3
分
の
1
は
睡
眠
で
、

残
り
2
万
日
を
ど
う
使
う
か
で
人
生
の
輝

き
が
変
わ
り
ま
す
。

1
万
日
は
仕
事
を
す
る
と
し
て
、
自
分

の
好
き
に
使
え
る
時
間
は
お
お
よ
そ
1
万

日
。
そ
の
1
万
日
は
、
自
分
を
高
め
る
た

め
に
、
友
達
と
の
友
情
を
深
め
る
た
め
に
、

旅
行
に
行
く
た
め
に
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
過
ご
せ
ま
す
。
限
り
あ
る
時
間
を
因
数

分
解
し
、
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
非

常
に
意
味
の
あ
る
こ
と
で
す
。

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
時
は
、
天
が
伸
び
る
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
て
く
れ
た
と
解
釈
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
時
間
を
有
効
活
用
し
、
健
康
に

過
ご
し
て
、
幸
せ
な
人
生
を
歩
ま
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

横尾市長の式辞

のつどいのつどい
Congratulations!

二十歳
旧
友
た
ち
と
の
再
会
に
向
け

今
年
も
実
行
委
員
会
が

式
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
し
た

旧
友
た
ち
と
の
再
会
に
向
け

今
年
も
実
行
委
員
会
が

式
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
し
た

今年のパンフレットの裏表紙の言
葉は「仁に里るを美と為す」にしま
した。意味は、人生を笑って楽しく
生きるためには人を思いやる心を忘
れてはいけないというものです。

新型コロナや戦争などで世の中が混乱し、人との距離が遠く
感じてしまう今こそ、人を思いやる心が大切だと思います。こ
の心を忘れずに、人を思いやり、支え合い、助け合いながら、
今までお世話になった両親や友人、そして地元多久に感謝しな
がら、恩返しができるよう日々精進していきます。

中央校区

緒方 太一さん
おがた      たいち

自然豊かな多久市でさまざまな
経験をしたことで、ここまで成長で
きました。優しく、時に厳しく指導
してくださった先生や家族には、本
当に感謝しています。

現在私は、工学部でエンジニアになるため日々勉学に励んで
います。将来は環境に優しい車を作り、多久をはじめとした世
界中の自然環境を守る手助けがしたいです。
生まれ育った多久市に恩返しができるようさらに努力してい

きます。これからも温かい目でご指導ご鞭撻をいただきますよ
うよろしくお願いします。

西渓校区

陣内 佑亮さん
じんのうち  ゆうすけ

私たちが緑あふれる多久市に生ま
れ、今日こうして二十歳のつどいを
迎えられたのは、20年間愛情いっぱ
いに育ててくれた、数え上げられな

いほどの多くのみなさんの支えによるものだと心から感謝して
います。新型コロナの影響を大きく受けた大学生活は、思い描
いていたとおりとはいきません。しかし、このつらい時代を乗
り越えることで、今までのやり方に捉われない新しい考え方が
身に付くと思います。
新しい時代で私たちが先頭に立ち、協力しながら生まれ育っ

た多久市を元気にしていきます。

東部校区

山口 晴士さん
やまぐち     はると

じん お よし

二十歳の誓い
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実行委員会のみなさん

人生の節目を友と祝う

令和5年 令和5年 

実行委員として式の企画・運営を実施し
た吉次妃詩さんにお話を伺いました。
「今回特にこだわったのは、多くの先生
からコメントをもらった動画です。先生同
士で声を掛け合ってくださり、たくさんのお
祝いコメントをいただけました。動画で中
学時代を思い出してもらいたいと一生懸命
作ったので、喜んでもらえてよかったです。
また、パンフレットの書は中央校に通って

いた同級生に協力してもらい、式典の前日
には会場入口にフォトスポットとして和傘を

飾り付けました。当日
みんなが楽しそうに撮
影してくれて、本当に
嬉しく思いました」。

よしつぐ  ひなた

▼パンフレット表紙

▲パンフレット裏表紙
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